
（別紙４）

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 57 （回答者数） 20

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 年　月　日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き、レッスンがマンネリしないようスタッフ間で

メニュー共有をし、アップデートしていく。

2
引き続きお子様の気持ちを大切にしながら

楽しく参加いただけるよう
積極的にコミュニケーションを図る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

お子様によって外部との連携の数が違う為、
通所頂いているお子様の相談支援事業所や、

他事業所との関係性を築いていく。
また地域のイベントや研修に積極的に参加していく。

2

女性スタッフだけでも満足いただけるよう日々、教室メン
バーでMTGをおこない、お子様に楽しんでいただけるよう努
める。もし男性スタッフでないと難しいことがあった場合は

本部に相談し、解決策を考える。

3

レッスンへのお子様、保護者様への満足度

楽しくレッスンに参加して頂くために、
内容が固定化しないようスタッフ間で
都度メニューの共有を行っている。

またお子様が運動に対して嫌な思いをしないように
小さな成功体験を沢山詰めるような

メニューを意識している。

少人数でのレッスンのため、
個々に合わせてお子様と関われている。

お子様2-4名に対してスタッフが2-3名入れるため、
運動面だけでなくコミュニケーション面で

お子様の気持ちを聞いたり、
発信できるようサポートが出来る。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外部との連携の少なさ
他事業所や学校、幼稚園との関わりが少ないため、

当事業所でのお子様の様子しかわかっていないことがある。

スタッフの男女比
現状、当事業所は女性スタッフしかいないため、
お子様が男性スタッフと運動したいと思った際に

対応できない。

2024年　10月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　12月　18日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

○事業所名 リエゾン東陽町

○保護者評価実施期間 2024年　10月　8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


